安威川ダム自然環境保全対策検討委員会設立趣旨

安威川ダムの建設予定地周辺は、大阪府下でも比較的自然のよく残された地域であるが、ダム建設に伴いその自然環境に影響を及ぼすことは避けられない。

これまで、平成８年度に『安威川ダム建設事業に係る環境影響評価』の手続きを終え、その結果に基づいて、庁内の専門部局の参画も得た「安威川ダムネイチャーステーション検討会」等によって、自然環境保全のための調査、検討を進めてきた。

安威川ダム事業の現在の進捗状況から、各分野ごとに個別に検討してきた自然環境保全対策の整合を図り、総合的な自然環境保全対策の基本方針（マスタープラン）や実施計画を策定することが必要となってきた。

これらのマスタープラン等の策定にあたり、各専門分野の有識者で構成される『安威川ダム自然環境保全対策検討委員会』を設置し、ご提言をいただこうとするものである。

また、保全対策の有効性を検証する必要もあることから、対策実施後のフォローアップについても、本委員会からご提言をいただくものである。

